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内容の要旨および審査の結果の要旨

糖尿病患者の無痛性心筋虚血の頻度，それに関与する因子および臨床的意義を明らかにするため，胸部

症状のないⅡ型糖尿病患者103例を対象に、２０１Ｔｌ運動負荷心筋シンチグラフィを施行し陽性群と陰性群

で臨床像，トレッドミル運動負荷試験，心エコー図，ホルダー心電図所見を比較検討し，さらに17例に冠

動脈造影を施行した。得られた成績は次のごとくである。

１．２０IT1運動負荷心筋シンチグラフィでは43例（42％）で陽性所見が得られ，うち28例は一過性欠損

（T群)，１５例は持続性欠損（P群）であり，６０例（N群）には欠損像はみられなかった。

２．臨床像の比較では，高血圧の合併頻度はＴ群ではＮ群に比し有意に大であった（p＜001)。またＴ群

ではＰ群，Ｎ群に比較して深呼吸時心拍数変動で評価した自律神経機能が低下していたが，他の冠動脈

危険因子研糖尿病合併症には３群間で差はなかった。

３．トレッドミル運動負荷試験の陽性率は，Ｔ群がＮ群に比し有意に高頻度であった。また，Ｔ群ではＮ

群に比し，運動耐容能が低下していた。

４．ホルダー心電図では、２０１Ｔｌ運動負荷心筋シンチグラフィ陽性群（Ｔ群十Ｐ群）で無症候性心筋虚１ｍ

の発作が高率にみられた。その出現時間帯は夜間に比べ日中で多く，発作時心拍数は１日平均心拍数よ

りも大であった。

５．心エコー図による左室機能の評価では，拡張能の指標である拡張期僧帽弁後退速度，左室後壁後退速

度は陽性群（T群十P群）が陰性群（Ｎ群）に比し低下していたが，収縮能の指標には両群間で差はな

かった。

６．運動負荷試験陽性17例に施行した冠動脈造影では，６例に有意狭窄がみられたが他の11例では有意狭

窄はなかった。

以上より本論文では，胸部症状のない糖尿病患者に高頻度に心筋虚血がみられ，これらの症例ではすで

に運動耐容能の低下と，左室拡張能の障害が存在することを明らかにし，日常の診療に対して重要な示唆

を与えている。また高血圧の合併と心病変の出現との関係を示唆しておりこの種の今後の研究に－つの展

望を与えるものと評価された。
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